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「めぶく。プラットフォーム前橋」について

学長 大森昭生

地域連携プラットフォーム等の構築促進に向けたシンポジウム
「大学の力を活用した地方創生に向けて」
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前橋ビジョン ～2016年に官民協働で策定～
Where good things grow.

その芽は、まだ小さい。
風に吹かれ、雨を待ち、太陽の熱さにその身をあずける。
そしていつか、枝をつけ、葉を繁らせ、
強く太い幹となる日を夢見ている。
人は芽だ。この地は芽だ。そしてつながりは芽だ。
いまは幼い芽だけれど、未来の大樹を隠し持つ芽だ。

Where good things grow.

この地ではじまる、芽ぐみ。
ここから、よきものが伸びてゆく。
いくつもの芽が育ち、やがては大きな森をつくっていくだろう。

Where good things grow.

わたしたちは、この地の芽吹きのために、
未来に希望の森を見るために、
厳しくも優しい風になろう。
慈しみの雨になろう。
そして、なによりも熱い太陽になろう。

Where good things grow.

きっと、芽吹く。
前橋の大地の下にはたくさんの種が、そのときを待っている。前橋ビジョン ムービー
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3
前橋ビジョン 発表会

４０００人を超える市民が集まった前橋ビジョン発表会
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前橋市「スーパーシティ構想」
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前橋市「スーパーシティ構想」
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「ねらい」と「背景」
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若者の流出という課題
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事業承継や起業支援という課題

Ｂ

廃業(E/A)
2,334ヶ所 （14.1%）
18,997人 （11.6%）

新設(D/B)
1,479ヶ所 （9.4%）
15,213人 （9.5%）

存続(C/A)
14,255ヶ所（85.9%)
144,852人（88.4%）

H26年（Ａ）
16,589ヶ所
163,849人

H28年(B)
15,734ヶ所
（-855ヶ所）
160,065人
(－3,784人)

※新設と廃業の
差が増減分に相当

事業承継や
経営革新等に
対する支援

創業や企業
立地に対する
支援の実施

H２６年 H２８年

上段が事業所数
下段が従業員数

A

C

E

D

前橋市における存続・廃業・新設別での
民営事業所数・従業員数の変化

（経済センサス活動より）
いかに働く場をつくるか

そのためには、
1.事業承継できる人材を
増やす
2.新しい企業を増やす

同時に人手不足という課題
も存在
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前橋市の教育
• 小学校49校 中学校23校
• 特別支援学校8校
• 高等学校12校

• 県立前橋高等学校
• 県立前橋女子高等学校
• 県立前橋東高等学校
• 県立前橋西高等学校
• 県立前橋南高等学校
• 県立勢多農林高等学校
• 県立前橋工業高等学校
• 県立前橋商業高等学校
• 県立前橋清陵高等学校
• 市立前橋高等学校
• 共愛学園高等学校
• 前橋育英高等学校

• 専修学校30校
• 高等専門学校1校
• 大学6校

• 国立群馬大学
• 群馬県立県民健康科学大学
• 公立前橋工科大学
• 共愛学園前橋国際大学
• 群馬医療福祉大学・短期大学部
• 明和学園短期大学（現・共愛学園前橋国際大学短期大学部）

前橋工科大

半径６㎞に12高校と6大学
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成り立ち

平成30年度文部科学白書
に好事例として掲載

中央教育審議会大学分科会（第151回）

にて共愛学園前橋国際大学学長と前橋
市未来の芽創造課長が事例報告

各
方
面
よ
り
注
目
さ
れ
る

め
ぶ
く
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

内閣官房地方創生に資する魅力ある地方大
学に関する検討会議にて前橋市長と共愛学
園前橋国際大学学長が事例報告
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めぶく。プラットフォーム前橋の成り立ち

連携基盤推進協議会
の組織

（発足時）

共
同
事
務
局
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めぶく。プラットフォーム前橋 学術マップ
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行政施策としてのプラットフォーム

前橋市YouTubeチャンネル 前橋市役所のHP
左：副会長（共愛学園前橋国際大学学長）
中：会長（前橋市長）
右：副会長（前橋商工会議所会頭）
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取組と意義・効果
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方向性

第3回
協議会

＜3月＞

共同IR
実施

課題洗出

第2回
協議会

共同
事務局
会議

第3回
前橋六大学
PF形成
事前協議会

第2回
前橋六大学
PF形成
事前協議会

前橋商工
会議所との
事前協議
開始

2018
前橋市との
事前協議
開始

前橋市内
大学事前
協議開始

第1回
前橋六大学
PF形成
事前協議会

＜7月＞ ＜8月＞ ＜9月＞ ＜11月＞

発足

第1回
協議会

＜12月＞

共同
公開
講座
実施

＜2月＞

先進
取組
視察

第1回協議会の様子 第2回協議会の様子 共同公開講座の様子

20201024_FDSD研修会_プラットフォームの取組と方向性

めぶく。プラットフォーム前橋 活動と取組の軌跡
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共同
事務局
会議

＜6月＞

市内
産業界
ヒアリング

＜11月＞

2019
共同
事務局
会議

＜8月＞

共同
事務局
会議

＜10月＞

共同
事務局
会議

＜1月＞

共同
事務局
会議

＜2月＞

合同
進学相談会
進路セミナー

合同
SD
研修会

共同IR
実施

コロナウィルスの
世界的蔓延

合同SD研修会の様子 合同進学相談会の様子 進路セミナーの様子

文部科学
白書掲載

めぶく。プラットフォーム前橋 活動と取組の軌跡
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共同
事務局
会議

共同
事務局
会議

＜8月＞

共同
事務局
会議

共同
事務局
会議

＜6月＞
部会

第5回
協議会

＜10月＞
取組方針

第4回
協議会

＜7月＞

2020

リカレントWG
総務WG

発足

取組方針 中長期計画 リカレントプログラム

WEB
企業
説明会

合同
FDSD
研修会

緊急事態
宣言

20201024_FDSD研修会_プラットフォームの取組と方向性

めぶく。プラットフォーム前橋 活動と取組の軌跡
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前橋で

学ぶ

前橋で

働く
前橋で

生きる

めぶく。プラットフォーム前橋の取組
目的

テーマ

１

２

●大学の活性化、魅力向上

 合同FD・SD事業
 共同教育プログラム
 共同留学プログラム
 共同公開講座
 学生間の交流・活動支援 等

（３）連携事業：同一目的業務の共通化・協働／２団体以上で共同検討・実施

●高等教育機関への進学促進

 共同大学説明会【重点②】

 学校連携事業（小中高大専接続）
【重点②】

 共同奨学金の検討【重点③】

等

大
学
活
性
化

●市内企業への就職促進

 インターンシップ事業【重点②】

 企業見学・キャリアセミナー【重点②】

 大学と地域との交流【重点②】

 ＵＩＪターン促進事業
 奨学金返済支援の検討【重点③】

 留学生の就職 等

●人材の定着

 多様な働き方の推進
（介護離職、テレワーク等）

 企業や従業員間の交流･活動支援

等

学
生
定
着
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ

●人材の育成

 リカレント教育プログラム【重点①】

 創業・事業承継支援【重点①】

 クリエイティブ人材の還流
 シニア人材の活躍
 教育環境の整備・充実
（５Ｇスマートキャンパス）

等

人
材
育
成

（１）重点事業：産学官が連携する重要度の高い新たな事業 ／産学官がまたがるＷＧを組成し検討・実施

３

【案】①次世代のリーダーや中核人材等を育成する「リカレント（ビジネス）スクール」
②教育界、産業界、行政が連携する「全世代型（小中高大専）キャリア教育プログラム」
③企業拠出（寄付）等による「奨学金の返済支援制度」

「地域人材の育成・定着」

取り組み

（２）基盤構築：立場の異なる人や組織を繋ぐハブ機能の強化（定期的コミュニケーションやネットワークづくり、情報発信等）
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課題解決に向けて動き出した「めぶく。プラットフォーム前橋」
大学が協働することで明らかになってきた若者進学・就職データ

前橋市内12高校の進学者(H29)

大学進学
1933名

59％

その他
1344名

前橋6大学入学者
2154名の12％

市外へ進学者
1677名

市内へ進学者256名
（進学者の13％）

前橋6大学
前橋市出身学生の就職先(H30)

県内184名
（８０％）

市内84名
（36％）

県外
47名

前橋6大学
市外出身学生の就職先(H30)

県内626名
（51％）

県外
608名

市内206名
（17％）

事業承継の課題に向き合うリカレントプロジェクトが始動

Mebuku Business School（仮称）
1. 目的：前橋（を中心とする群馬）の企業の次世代経営人材・中核人材が、ビジネスの基礎を学ぶことができるスクールを産学協働で運営し、激しい経営

環境変化に対応した地元産業の活性化や事業承継等の地域課題解決に寄与する。

2. 準備・運営スキーム ３．スクールのイメージ

大学連携・大学活性化の協働プロジェクトが始動

■前橋６大学合同説明会 ■前橋6大学合同教職員研修
■前橋6大学合同進学相談会 ■前橋6大学合同進学セミナー
■めぶく。プラットフォーム前橋 共同公開講座 etc・・・
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大学連携大学活性化プロジェクトの例

2018年9月26日
市内6大学合同説明会

前橋プラザ元気21にぎわいホー
ルにて、前橋市内６大学で初と
なる合同進学相談会を開催。チ
ラシは共愛が作り、発信は群大
が、広報活動は手分けして、な
ど協働の開催となった。

2019年10月21日
合同SD・FD研修会を開催

若手教職員を中心に、6大学並びに前
橋市から多数の教職員が参加し、改め
て、めぶく。プラットフォーム前橋の
意義や取組について確認し、高等教育
に係る課題や改革の方向性について学
んだ。また、懇親会も開催され教職員
同士が懇親を深めた。前橋市内で初め
ての試みであったが、参加者の笑顔が
その成功を物語っている。

2019年2月3日
共同公開講座

明和学園短期大学の公開講座を「めぶく。
プラットフォーム前橋」と共催するという
初の試み。今後の公開講座共同開催の足掛
かりとなる。

2019年11月17日
前橋6大学合同進学
相談会・セミナー
開催
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地域の幸せは、私がささえる
Supporting the Well-being of Our Community

生活学科

子ども学専
攻

幼稚園教諭

保育士

栄養専攻

栄養士

栄養教諭

TOPIC

2021年4月
明和学園短期大学の移管による

共愛学園前橋国際大学短期大学部の
誕生
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短期大学の移管へ向けての経緯

2020年2月地域教育力向上に資する学園間包括連携に関する協定

2019年8月 めぶく。プラットフォーム前橋発足

2020年3月文部科学省へ申請

2020年9月認可

在学生・新入生・教職員説明会

2021年4月共愛学園前橋国際大学短期大学部へ
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TOPIC
各方面からの注目

平
成
30
年
度
文
部
科
学
白
書

に
好
事
例
と
し
て
掲
載

中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
（
第

15
1
回
）
に
て
共
愛
学
園
前
橋
国
際

大
学
学
長
と
前
橋
市
未
来
の
芽
創

造
課
長
が
事
例
報
告

内
閣
官
房
地
方
創
生
に
資
す
る
魅

力
あ
る
地
方
大
学
に
関
す
る
検
討

会
議
に
て
前
橋
市
長
と
共
愛
学
園

前
橋
国
際
大
学
学
長
が
事
例
報
告

日本商工会議所の依頼により、
「第2回STEAM人材育成研究会にて報告

※産業競争力懇談会推進プロジェクト「社会で
育てるSTEAM教育のプラットフォーム構築」

COCN連携研究会
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これから
中長期ビジョンと課題
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事業名 取組名 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

重
点
事
業

人材育成 リカレント（ビジネス）スクール
キャリア教育 全世代型（小中高大専）キャリア教育プログラム
学生UIJ 奨学金の返済支援制度

連
携
事
業

大学の活性化、魅
力向上

合同FD・SD事業
共同教育プログラム
共同留学プログラム
共同公開講座
学生間の交流・活動支援
リスクマネジメントに関する協議場の設置

高等教育機関への
進学促進

共同大学説明会
学校連携事業
共同奨学金の検討

市内企業への就職
促進

インターンシップ事業事業
企業見学・キャリアセミナー

人材の育成、定着
創業・事業承継支援
多様な働き方の推進
企業や従業員間の交流・活動支援

めぶく。プラットフォーム前橋 中長期ロードマップ

課題
運営体制の強化：法人化？
恒常的な活動資金の担保
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ご清聴ありがとうございました

（めぶく。プラットフォーム前橋 HP）
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